
子どもへ のコ ー チングが中心｡
e ラ

ー

ニ ンクで手ともたちか自律剛こ学ぶので､ 勉

強を教えられなくても安心です.

充実したバ ッ クアッ プ体制｡

活動に必書なパ ソコ ンやマ = エ ア ルを提供｡ 個別の
ア ドバ イスなと､ 継続的にサポ ー

トもします｡

私たちのパ ー トナ ー と して､ 橙済的に余裕のない子どもたちが学ぶ
｢ 放課後の教室｣ をつ < り出 して< ださる方を募集 して います｡

学習自体はe ラ ー ニ ング ( イ ンタ ー ネ ッ ト上の教材) を使 っ て､ 子 ど
もが主体的に取り組むカタチ｡

あなたの 役割は､ 子どもに勉強 を教 えるよりも､ コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン

を通 して目標を 一 緒に考えたり､ で きたこ とを認めてあげることが中
心になりますので ､ 教えることに不安がある方でもご安心ください ｡

また､ あなた自身が中心の ｢ 放課後の教室つくり｣ を､ 私たらがさま
ざまな仕組みでサポ ー トするとい う関係です｡ やり方もあなたの エ天
を反映できるので､ やりがいを感じやすい ところが魅力です ｡

近隣の集会所 ､ 市民センタ ー

､ 生協の集会室など｡
(個別に調整します)

週1 回 ～ 2 回程度､ 1 団2 時間程度｡
( こ都合に合わせて決め られます)

参加家庭からの低料金の 会費によ っ て ､ 運営 に必要な実費を賄 っ て い

ただ< 仕組みなの で ､ 持ら出 しにはな りません｡

N P O 法人アスイク ( 担当 : 和巴)

T 乱 ･ F A X/ 0 2 2 - 7 8 1 - 5 5 7 6
M 細/ h f o @ a s 山k u { 〉r g 携帯/ 0 7 0 -

5 6 2 1
-

8 5 2 3

あなたの ペ ー スで ｡

活動の曜日や時間は､ あなた自身の都合や希望に
応じて､ ある程虐自由に譲定で 曹ます｡

サポ ー タ ー 同士の つ ながり｡

定期的な研修会などの唱を通して､ 他のサポ ー タ ー

とお互い を富め合うようなつながりが生まれ手す ｡

● 大変な状況にある子どもたちが成長する

キ ッ カケ をつ < りたい｡

● 幅広い人 との つながりを つくりたい ｡

● 人 の話を聞いた り､ ほめるのが好き｡

● パ ソコ ンでインタ ー ネ ッ トやe メ ー

ルを

普段から使っ てい る｡

※ 大学生 ､ 主婦 ､ シニ アな ど､ さまざまな
年代 の万 が活躍 しています｡

※ 複数 のメ ンバ
ー での活動も､ 歓迎 してい

ます ｡

並木謙之介さん (6 0)

私は汀関係の会社に勤めてい
て ､ 定年後にまなびサポ ー

タ ー になりました｡ 定年後の

長い人生を､ とう充実させ る
か悩んでいたんです｡ ~

勉強を数えることは苦手です
が ､ こ の仕繊みはパソコ ン教
材で子 どもが学ぶ■し､ 芋ども
とのコ ミュ ニケ ー シ ョ ンが

中心なので ､ すく慣れることができました ｡
子どもが笑顔で話しかけて < れるようになっ
て､ 自分を倍額してi

.
必要と､して< れ

になると､ 自分も嬉レ < なります

く応募知 略: ぴ †う年 ワ月末日 軋〉



【1 7 : 3 0 】

教室となる場所で ､ 子どもたら

が使うパソコ ンの準備｡

早めに来て手伝っ てくれる子も｡

【1 8 : 0 0】

ぞろぞろ集まっ てきた子どもた

らを出迎え｡ ち ょ つ と した声が

けから関係づ< りが始まります｡

● 教科書の 内容に沿 っ て ､

ア ニ メの キャ ラクタ
ー

ガイチから丁寧 に教え

てくれる教材です ｡

● 勉強が苦手な子どもで

も､ 飽 きずに､ 楽しく､

まなぶこ とができます｡

● ｢ す らら｣ は､ 全 国で

2 0 . 0 0 0 人以上が使 っ

ているサ
ー ビスです｡

【1 8 : 3 0】

子どもたらがパソコ ン とe ラ
ー

ニ ングにむ力＼っ て ､ 学習中 ｡ た

まに見団 っ て ､ 前向きな声掛け｡

- ;

: 【1 9 : 0 0】

面談タイム｡ 子どもの声に耳を

傾 けなが ら､ い つまで何をやる

; か､ 目標 を
一 緒に考えます｡

≡ … : ; ‥ ≦ … 宣
※ 説明会は1 時間程度です｡ この活動について ､ 詳しいご説明 を個別にさせて いただきます｡

※ 導入研修は､ 3 時間程度です｡ 実際の活動に必要な内容を学び､ 不安を解消 します｡

N P O 法人

アスイク
2 0 1 2 年度キ ッスデザイン質

2 部門同時受層

● N P O 法人ア スイクは､ 東日本大震災の直後か ら､ 避難所や仮

設住宅で生活する子どもたちに､ ｢ まなび｣ と ｢ つ ながり｣

を生み出す活動を続けてきま した ｡

● 被災の有無に関係な< ､ 種済的な問題によっ て放課後の教育

機会に格差がうまれない社会 を築< ために､ たくさんの方々

と 一

緒に ｢ 放課後のまなび場｣ を立ち上げる活動を行な っ て

い ます｡




